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平成29年度　主な事業と予算

やさしさと輝きに満ちた

笑顔のまち村上
に向かって

　

平
成
29
年
度
の
ま
ち
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く
り
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じ
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
予

算
は
、
３
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こ
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仮
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ー
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ク
建
設
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荒
川
地
区
公
民
館
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設
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厚
生
連
村
上
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合
病
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移
転
新
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事
業
に
向
け
た
周
辺
道
路
整
備
事

業
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
や
、
防

災
機
能
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
醸
成
、
子
育
て
支
援
の
充
実

お
よ
び
産
業
の
振
興
な
ど
、
各
分

野
に
お
け
る
諸
課
題
へ
の
対
応
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総
合
戦
略
事
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ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
「
や
さ
し
さ
と
輝
き
に
満
ち
た

笑
顔
の
ま
ち
村
上
」
を
本
市
の
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
平
成
29
年
度
の
主

な
事
業
と
そ
の
予
算
を
、
第
２
次

村
上
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
ご

と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

施
政
方
針
と
予
算
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す

第２次村上市総合
計画とともに

平成29年度予算が
スタート
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いきいき元気な笑顔輝く、支え合いのまちづくり

■生活習慣病予防対策経費　１億460万円
　受診しやすい健診体制を整備し、受診率向
上につなげることで生活習慣病の予防および
疾病の早期発見を図ります。

■歯科保健事業経費　1,207万円
　きめ細やかな歯科保健指導や歯科健診など
を実施し、歯と口の健康づくりを進めます。

■介護人材の確保に向けた支援　250万円
　介護人材確保推進事業給付金を新設します
（詳細はお知らせ版１ページ）。
　介護職員等キャリアアップ支援事業費補助
金を新設します。

■あらかわ病児保育センター開設
1,660万円

　子どもが病気のときに一時的に保育する施
設を、県立坂町病院敷地内に開設します。

■障がい児の居場所をサポート 3,185万円
　障がい児の放課後や長期休業中の居場所作
り、生活能力向上を支援します。

■子育て支援センターの充実　2,481万円
　上海府子育て支援センターの開設および土
曜開設を行います。
　神林子育て支援センターに指定管理者制度
を導入します。
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充
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充
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規

新
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ほかにもこんな事業をします
継続 �高齢者生活支援経費� 1,911万円
継続 �人間ドック健診事業（詳細は16ページ）� 900万円
新規 �幼児の体力向上事業� 101万円
継続 �介護サービス事業所の拡充� ２億2,261万円
拡充 �生活困窮者自立支援事業の充実� 2,052万円



市報むらかみ　　2017.4.1　　4

ひと、まち、自然が調和する、美しい定住のまちづくり

■村上駅周辺のまちづくりの推進
２億7,620万円

　村上総合病院移転新築候補地へのアクセス
道路および候補地周辺道路の整備を行います。

■高速のりあいタクシーの運行 2,345万円
　ジャンボタクシーで、新潟市内の指定の病
院へ運行します。

■村上らしい歴史的景観の保全　960万円
　歴史的建造物の保存や建造物の外観修景に
対して、工事費の一部を助成します。

■岩船港の整備促進と賑
にぎ

わいの創出 81万円
　港湾施設の保全と整備促進、岩船港を利用
した新たなイベントの創設を目指します。

■ 道の駅「朝日」を新潟と東北を結ぶゲート
ウェイとして拡充　1,465万円

　道の駅「朝日」の拡充による地域振興と、ア
クセス道路整備による利便性向上を図ります。

■空き家実態調査　230万円　
　空き家等対策計画策定に向け、実態調査を
市内全域で実施します。

継
続

継
続
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規

ほかにもこんな事業をします

継続 �ごみ処理場運営経費� ３億6,280万円
継続 �河川の適正な維持管理� 500万円
継続 �市道山屋前谷線歩道整備事業� 220万円
継続 �道路の適正な維持管理� 4,200万円

継続 �道路側溝の流末水路の整備� 3,500万円
継続 �都市計画道路の整備� １億1,880万円
継続 �空き家バンク移住応援補助金� 400万円
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規
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産業が創る地域の誇り、活力みなぎる賑わいのまちづくり

いのちと故郷を絆で守る、安全安心なまちづくり

■水産資源の維持・改善
648万円

　漁業資源の維持増大お
よび漁場環境の保全を推
進するために、必要な施設
整備への補助を行います。

■村上市の認知度アップ
780万円

　駅弁をリニューアルし首
都圏での販売を行います。
　情報誌、宿泊予約サイ
トと提携したプロモーシ
ョンを実施します。

■防災行政無線の再整備
２億5,100万円

　荒川地区防災行政無線
（デジタル同報系）の再
整備を実施します。

■農業担い手支援
400万円

　市内在住の新規就農希
望者で、61歳未満の人に
１人年間100万円を５年
間支給します。

■堆朱のまち村上の再生
1,944万円

　村上木彫堆朱のプロモーションの
実施と後継者育成に対する支援を行
います。

■消防車両の整備　4,104万円
　最新鋭装備の消防ポンプ自動車を
購入し、消防力の維持向上を図りま
す。
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▲�昨年度好評だった「村上の幸ま
るごと弁当」
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ほかにもこんな事業をします

ほかにもこんな事業をします

継続 �防災士育成事業� 201万円
継続 �消防水利の充実� 2,484万円
継続 �防犯灯のＬＥＤ化の推進� 3,280万円
継続 �カーブミラーの新設と維持管理� 766万円

継続 �市産の農林水産物を全国へ� 590万円
新規 �漆栽培事業補助金� 50万円
継続 �住宅リフォーム事業補助金� 6,000万円
継続 �産業支援プログラム補助金（詳細は10ページ）�1,500万円
継続 �企業の施設整備に対する支援� 147万円
拡充 �ふるさと納税寄附者お礼品� １億円
継続 �インバウンド（外国人誘客）関連経費� 595万円
継続 �新規雇用促進奨励金� 150万円
継続 �若年者職業自立支援事業経費� 585万円
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伝統と文化を育む、すこやか郷育のまちづくり

ひとりひとりが活躍する、市民が主役のまちづくり

■奨学金の返還支援　700万円
　市奨学金を返還している市内居住者に、前
年度返還額の1/3（年額10万円を上限）を最
長５年間補助します。

■地域おこし協力隊の配置　2,416万円
　新たに、朝日地区１人、神林地区１人、山北
地区２人を配置し、地域おこし活動に従事します。

■荒川地区公民館建設事業 １億2,345万円
　荒川地区公民館を建て替えし、学習環境の
充実を図ります。

■（仮称）村上市スケートパーク建設事業
４億2,288万円

　スケートボードの施設を整備し、選手強化・
育成を図ります。

■コンビニ収納事業　274万円
　納税者がいつでも、どこでも市税などの
納付しやすい環境を整えます。

新
規

新
規

新
規

拡
充

新
規

ほかにもこんな事業をします
新規 �第２次村上市男女共同参画計画の策定� 429万円
継続 �婚活支援事業（詳細は17ページ）� 428万円
継続 �市民協働のまちづくりの推進� 6,000万円

継続 �情報発信のさらなる充実� 1,970万円
継続 �効果的な事務事業の実施� 213万円
新規 �朝日支所庁舎大規模改修事業� ２億2,627万円

◀�
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ほかにもこんな事業をします
継続 �奨学金の貸与� １億2,800万円
新規 �学校図書館司書の配置� 164万円
継続 �非常勤講師の配置� 8,466万円
継続 �英語検定料を補助� 166万円
拡充 �学校介助員の配置� １億1,901万円
新規 �地域未来塾の開設� 78万円
新規 �村上城跡駐車場用地の確保� 5,437万円
新規 �平林城跡多目的トイレ建設事業� 4,841万円
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一般会計　329億8,000万円
平成29年度

歳入 歳出

市の財政状況は…
　平成27年度決算では、財政の健全化判断比率
４指標のうち、実質公債費比率は14.7％、将来
負担比率は112.6％となっています。実質赤字比
率および連結実質赤字比率については該当がな
く、４つの指標の早期健全化基準はクリアして
います。
　しかしながら、本市の財政力を示す財政力指
数は0.374（平成27年度）で、前年度より下がり、
地方交付税などの依存財源に頼らざるを得ない
部分がより大きくなっています。
　こうした厳しい財政事情の中ではあります
が、継続事業の早期完成に向けた取り組みや、
第２次総合計画の新規事業を盛り込み、予算編
成を行いました。

特別会計 ２3２億7,5９２万円（前年当初比　２.２％減）
会　計　名 当初予算額 前年当初比

土 地 取 得 ２万円 （▲66.7％）
情 報 通 信 事 業 ５億3,350万円 （5.6%）
蒲 萄 ス キ ー 場 8,940万円 （26.4%）
国 民 健 康 保 険 76億6,800万円 （▲2.2%）
後 期 高 齢 者 医 療 ６億5,000万円 （5.2%）
介 護 保 険 76億5,700万円 （2.4%）
下 水 道 事 業 49億 900万円 （▲8.0%）
集 落 排 水 事 業 12億1,800万円 （8.4%）
簡 易 水 道 事 業 ５億5,100万円 （▲33.5%）
　
上水道事業会計

区　分 収　入 支　出
収益的 11億3,538万円 10億5,517万円
資本的 １億7,622万円 ７億4,607万円

（前年当初比3.7％増）
地方交付税
128億1,000万円

市税
65億4,710万円

市債
34億8,290万円

国庫支出金
24億6,619万円

県支出金
20億7,797万円

諸収入
10億4,710万円

地方消費税交付金
12億1,000万円

繰入金
９億9,900万円

その他
23億3,974万円

議会費
２億694万円
総務費
33億3,841万円
民生費
89億6,192万円
衛生費
24億2,330万円
労働費
8,587万円
農林水産業費
27億1,453万円
商工費
14億9,601万円
土木費
43億8,521万円
消防費
18億206万円
教育費
37億9,847万円
公債費
35億1,363万円
その他
２億5,365万円
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